
Sketch Engine の検索（１）：Concordance の進んだ機能 

 

さまざまな頻度集計機能 

 

検索語を take にしてコンコーダンサーを作ってから，どのような頻度集計ができるかを

観察してみよう： 

 

Frequency: 頻度リスト作成画面が出てきてカスタマイズできる 

Node tags: 観察（      ） 

Node forms: 観察（      ） 

Doc IDs:  観察（      ） 

Text Types: 観察（      ） 

 

 

 

Collocations （コロケーションを抽出する機能） 

 

- Attribute: 何を基準に  take の前後

のパターンを取り出すか，を設定 

- In the range from … to …： 

 前後の文脈のスパンを設定 

- Minimum frequency in corpus: 

  リストする単語の最低頻度 

- Minimum frequency in given range: 

  文脈内での最低頻度 

 （→ 違いがわかるか？） 

 

（例１）take の右側 1 語で word で集計 

 観察： 

 

（例２）take の右側 1 語で tag で集計 

 観察： 

 

 

 



（例１）                 （例２） 

     

P | N: クリックして何が起こるか観察してみよう 

 観察： 

 

 

（例３）直後にくる tag でコロケーション・リストを作成し，句動詞のパターンだけに絞

って，頻度集計を行う 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


